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認世
市
魏

民
税
の
申
告

市
民
税
の
申
告
が
近
す
き
ま
し
た

市
で
は
十
六
、
七
日
の
二
日
問
市
内

全
曝
託
員
を
集
め
て
説
明
会
を
開
き

ま
す
が
、
当
日
は
申
告
欝
を
お
渡
し

い
た
し
ま
す
の
で
近
く
皆
さ
ん
の
手

許
に
届
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

第一回定例市議会

財
政
の
効
果
的
運
営
は
か
る

重

点

施
策
な
推
進

三
十
五
年
度
市
政
方
針

十
日
町
市
の
昭
和
三
十
五
年
度
予
算
議
会
は
、
去
る
十
日
か
ら
開
か
れ
十
三
日
間
の
日
程
で
審
議
に
入

り
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
三
十
五
年
度
一
般
会
詳
歳
入
歳
出
予
算
を
は
じ
め
国

保
、
公
益
質
屋
、
上
水
道
、
と
畜
場
な
ど
の
特
別
会
計
な
ら
び
に
国
保
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
な
ど
二
十
九
議
案
に
上
り
ま
し
た
が
、
会
期
二
日
目
村
山
市
長
は
財
政
確
保
の
た
め
、
国
県
補
助

起
債
は
極
力
獲
得
に
努
力
す
る
と
共
に
直
接
市
費
の
投
資
の
な
い
国
県
関
係
事
業
は
全
力
を
上
げ
て
推

進
す
る
と
強
張
し
市
政
方
針
の
大
要
を
次
の
と
お
り
説
朗
い
た
し
ま
し
た
。
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蒙
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羅
村

◇
“
市
政
方
針
の
要
旨
距
◇

　
市
勢
発
展
の
行
政
目
標
は
市
民
所

得
の
増
進
を
図
り
些
活
の
安
定
向
上

に
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
地
域
的
特
性

を
基
調
と
し
た
総
合
的
開
発
と
合
理

的
な
計
画
を
た
て
、
地
域
全
般
の
生

産
性
を
向
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
依
っ
て
経
済
効
果
の
高
い
重
点

的
事
業
を
強
く
推
進
す
る
。

◎
信
濃
川
上
流
改
修
工
事
を

　
促
進

　
十
日
町
市
の
後
進
性
は
信
濃
川
の

も
た
ら
す
増
水
氾
濫
に
よ
る
災
害
と

準
用
河
川
に
及
ぼ
す
影
響
に
沿
岸
地

域
住
民
の
耕
地
を
奪
い
民
心
の
不
安

を
も
た
ら
し
て
お
る
こ
と
か
ら
完
全

虎衝蟹圃司榊～5D日）

じんかい牽大毛テ
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ん
な

あ
キ
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も
庵
つ
た
ら

震
礎
ヱ
生
の

運
留
だ
4
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曾
冥手

蓼
功

　
　
女
《
酩

な
堤
防
改
修
工
事
の
完
成
に
更
に
そ

の
促
進
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉

併
せ
て
耕
地
の
復
旧
保
全
に
全
力
を

注
ぎ
耕
地
の
生
産
性
確
保
に
努
め

る
。◎

鉄
道
の
改
善
及
び
道
路
の

　
改
良
を
図
る

　
産
業
経
済
の
飛
躍
的
発
展
を
期
す

る
に
は
当
市
の
動
脈
と
も
い
わ
れ
て

い
る
飯
山
線
の
改
善
及
び
幹
線
化
で

あ
り
憂
鉄
道
網
の
整
鳳
か
ら
上
越
西

線
の
実
現
化
で
あ
る
。
こ
れ
と
共
に

国
県
道
の
改
良
鋪
装
化
の
促
進
で
あ

る
、
と
り
わ
け
．
直
江
津
i
十
日
町

ー
六
日
町
線
の
二
級
国
道
編
入
は

急
務
と
考
え
そ
の
運
動
を
も
続
け
て

い
る
。

　
諸
交
通
運
輸
の
整
備
拡
充
を
討
画

し
年
々
交
通
網
の
確
保
に
努
め
る
。

◎
産
業
面
工
業
に
つ
い
て
は

　
繊
維
工
業
の
発
展
を
推
進

し

Ω
σ
。
●

瞬
☆

纏

o

　
市
の
代
表
産
棊
繊
維
工
業
は
諸
産

業
の
総
生
産
額
の
九
十
三
％
を
占

め
て
お
り
市
経
済
の
安
定
向
上
を
図

る
上
に
お
い
て
も
織
物
工
業
の
振
興

は
な
ほ
ざ
り
に
出
来
な
い
も
の
で
あ

り
、
そ
の
発
展
策
の
推
進
に
つ
い
て

は
業
界
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
当

面
の
対
策
と
し
て
は
共
同
施
設
の
拡

充
新
製
品
の
創
作
に
対
す
る
研
究
施

設
の
拡
充
技
術
の
向
上
を
図
る
ご
と

に
あ
り
契
遂
次
輸
出
品
及
び
新
製
品

製
造
の
設
備
近
代
化
を
進
め
る
。

◎
農
業
政
策
は
畜
産
振
興
に

　
　
重
点

　
農
藁
政
策
は
今
や
変
通
機
関
の
急

激
な
発
展
に
よ
り
農
業
生
産
物
の
流

通
面
か
ら
農
家
経
済
が
圧
迫
さ
れ
て

お
り
抜
本
的
新
農
業
政
策
の
樹
立
を

な
い
岐
路
に
あ
り
農

家
経
営
の
再
倹
討
の
必
要
が
あ
る
。

　農

棊
施
策
の
当
面
の
重
点
は
経
営
の

…
合
理
化
で
あ
り
土
地
の
生
産
性
の
向

一
上
を
期
す
べ
き
で
開
田
、
増
反
計
画

㎜
を
す
＼
め
農
道
網
の
整
備
を
促
進
し

㎜
畜
産
奨
励
を
更
に
す
Σ
め
る
た
め
大

㎜
中
家
畜
の
貸
付
畜
舎
改
造
、
畜
産
技

…
術
を
強
化
す
る
。

㎜
◎
林
道
改
良
を
図
り
林
童
資

　
　
源
搬
出
の
機
械
化
を
促
進

　
　
森
林
開
発
は
人
丁
造
林
を
促
進
し

…
階
段
造
林
等
技
術
の
導
入
を
図
り
林

｝
業
経
営
の
合
理
化
と
林
道
改
良
新
設

　
申
、
．
》
法
は
例
年
と
同
じ
で
本

年
一
月
一
日
現
任
の
状
況
で
所
得
額

家
庭
の
状
況
、
そ
の
他
を
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
門
．
て
お
り
ま
す

　
な
お
給
与
所
得
だ
け
の
方
も
家
庭

の
状
況
が
必
要
で
す
か
ら
必
ず
申
告

し
て
下
さ
い
。

を
行
な
い
林
産
物
資
源
搬
出
の
機
械

化
を
促
進
す
る
。

◎
商
店
経
営
の
機
能
化
、
共

　
同
組
合
組
織
化
を
促
進

　
商
藁
面
に
つ
い
て
は
個
六
の
経
営

の
合
理
的
改
磐
が
必
要
で
諸
部
門
の

知
識
を
高
め
経
営
技
術
の
指
専
を
行

な
い
そ
の
発
展
を
期
待
し
、
中
小
企

業
の
振
興
に
育
成
資
金
の
融
資
、
商

店
街
診
断
、
経
営
診
断
等
助
成
を
行

な
い
育
成
に
努
力
す
る
。
特
に
経
営

の
共
同
機
能
化
、
業
種
別
共
同
組
合

組
織
化
を
促
進
す
る
。

◎
学
校
の
統
廃
合
、
施
設
の

　
整
備
を
図
る

　
教
育
は
そ
の
重
要
性
か
ら
市
財
政

の
許
す
範
囲
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
つ
く
し
教
曹
効
果
を
上
げ
る
べ

く
学
校
施
設
を
整
備
し
老
朽
校
舎
の

改
築
或
は
増
築
を
図
り
併
せ
て
こ
の

期
に
学
校
統
廃
合
を
促
進
す
る
。
本

任
度
は
十
日
町
小
学
校
建
築
、
六
ヵ

小
学
校
統
合
校
舎
建
築
を
行
な
う
。

◎
市
民
体
育
舘
建
設
を
推
進

　
社
会
教
育
面
に
お
い
て
住
民
の
意

識
の
一
本
化
を
図
る
上
に
も
中
央
公

民舘を

母
体
と
す
る
活
動
が
望
ま
れ

て
お
り
四
万
三
千
市
民
の
社
教
の
場

と
し
て
公
民
舘
と
併
せ
て
市
民
体
育

舘
建
設
を
考
え
た
い
。

◎
国
保
の
赤
享
の
早
期
解
消

　
と
給
付
の
充
実
を
図
る

　
市
民
福
祉
関
係
に
つ
い
て
は
社
会

保
障
制
度
の
基
幹
と
も
い
う
べ
き
国

民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
は
昭
和

．
三
士
ハ
年
度
か
ら
全
国
的
異
施
の
段

階
と
な
り
諸
給
付
も
全
面
的
に
行
な

わ
れ
る
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
が
当
市
の
国
保
の
運
営
は

赤
字
経
営
を
続
け
て
お
る
と
こ
ろ
か

ら
皐
期
赤
字
解
消
に
踏
切
り
や
む
な

く
本
年
度
か
ら
健
康
保
険
二
軍
加
入

者
の
加
入
を
打
ち
切
り
諸
般
の
δ
批

判
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
出
来
る
だ

け
早
く
ご
の
赤
字
を
解
消
し
生
活
困

窮
の
要
因
を
な
す
病
気
．
か
ら
市
民
の

憂
い
を
排
除
し
て
当
制
度
の
給
付
内

容
の
充
実
に
努
力
を
傾
注
い
た
す
所

葎
で
い
る
。

◎
衛
生
施
設
を
獲
備

　
上
水
道
事
棊
は
一
応
事
榮
も
完
成

い
た
し
衛
生
的
飲
料
水
の
確
保
と
生

活
の
合
理
化
交
化
生
活
へ
の
振
興
を

み
る
に
至
っ
た
が
更
に
水
濾
利
用
の

普
及
整
備
に
努
力
し
水
道
会
計
の
独

立
採
算
を
期
す
べ
き
と
考
え
て
い
る

そ
の
他
し
尿
処
理
、
塵
芥
処
理
、
散

水
施
設
、
火
葬
場
充
実
等
多
く
の
事

業
を
計
画
い
た
し
て
お
り
整
備
を
遂

次
す
、
め
て
行
き
た
い
。

◎
緊
急
失
業
対
策
事
業
を
強

　
化

　
潜
任
失
榮
者
と
要
保
護
世
帯
を
吸

収
す
る
失
対
事
業
を
強
化
し
、
市
行

政
の
生
産
活
動
の
面
に
も
こ
の
参
加

を
促
進
し
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て

努
力
す
る
。
然
し
乍
ら
自
立
更
生
対

（
（

額総

策
は
国
に
お
い
て
強
力
な
援
護
層
擬

が
講
せ
ら
れ
る
べ
き
で
囲
民
年
金
福

祉
年
金
制
度
に
止
ま
ら
す
根
本
対
策

を
促
進
す
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
て

い
る
。

◎
児
童
福
祉
の
面
か
ら

　
季
節
保
育
所
の
開
鍛
を
強
化
、
農

繁
期
と
か
く
放
置
さ
れ
勝
ち
な
幼
児

の
保
育
を
輿
す
と
共
に
農
榮
生
産
の

向
上
を
よ
り
効
果
な
ら
し
め
た
い
。

そ
の
他
建
築
資
金
の
自
己
負
担
に
困

難
な
低
所
得
者
を
対
照
と
髭
低
家

賃
住
宅
の
建
設
を
更
に
す
＼
め
て
行

く
．◎

無
電
話
部
落
の
解
消
図
る

　
行
政
の
合
理
化
市
民
福
祉
の
面
か

ら
も
無
電
話
部
落
の
解
消
に
電
信
電

話
公
社
の
協
力
を
得
て
積
極
的
に
推

進
を
続
け
た
い
。

◎
消
防
機
構
を
改
善
、
消
防

　
署
を
設
置
。
行
政
合
理
化

　
推
進

　
消
防
は
最
近
の
科
掌
技
術
を
応
用

し
て
こ
そ
、
そ
の
目
的
が
達
せ
ら
れ

る
も
の
で
、
進
歩
し
た
消
防
機
械
器

材
を
整
備
し
、
更
に
訓
練
さ
れ
た
消

防
職
員
を
配
置
し
、
消
防
本
部
、
消

防
署
を
設
置
し
更
に
予
防
査
察
を
充

実
し
て
積
極
的
に
災
禍
か
ら
市
民
の

生
命
財
産
を
保
護
し
て
行
き
た
い
。

　
行
政
合
理
化
に
つ
い
て
、
さ
き
に

新
市
建
設
五
ヵ
年
計
圃
を
樹
立
し
行

政
の
合
理
的
効
率
的
運
営
に
一
歩
を

踏
み
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
行

政
の
近
代
化
を
す
＼
め
行
政
の
管
理

保健衛生・選挙・議会統計
予備賢12．836（4．6％b

36％）昭和35年度十日町市一般会計278・355千円
その他10，

國團
使用料・手数料
6，772（2．4％）一

財産収入一
6，841（2，5％）∠

単位千円

…
恥
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組
織
、
人
事
管
理
．
事
務
処
理
、
財

政
運
営
及
び
計
画
化
の
各
六
そ
の
合

理
化
を
す
＼
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
期
し
行
き
た
い
。
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二
億
六
千
八
百
万
円

建
設
的
事
業
に

　
去
る
十
日
の
定
例
市
議
会
に
上
程

さ
れ
た
三
十
五
年
度
十
日
町
市
一
般

会
計
才
入
才
出
予
算
額
は
二
億
六
千

八
百
万
円
に
の
ぼ
り
、
前
年
度
よ
り

一
千
九
百
四
十
七
万
九
千
円
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
訳
は
別
図
の
と
お
り
で
す

一が
、
こ
れ
を
前
年
度
に
く
ら
べ
て
み

ま
す
と
特
に
増
加
が
目
立
つ
の
は
教

育
費
の
七
千
八
百
八
十
万
円
（
二
千

八
百
四
十
万
円
増
）
市
役
所
醤
五
千

六
十
三
万
九
千
円
（
四
百
四
十
二
万

三
千
円
増
）
社
会
及
び
労
働
施
設
費

四
千
二
百
二
万
円
（
二
百
三
十
万
円

増
）
な
ど
で
減
少
し
た
の
は
土
木
費

八
千
九
百
万
円

一
千
六
十
四
万
円
（
二
千
九
十
七
万

円
減
）
産
業
経
済
費
二
千
六
百
四
十

二
万
円
（
三
百
二
十
五
力
円
減
）
保

健
衛
生
費
五
百
四
万
円
（
二
百
七
十

六
万
円
減
）
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
予
算
の
僻
質
、
目
的
別
用

途
を
み
ま
す
と
投
資
的
建
設
事
業
費

は
八
千
九
百
万
円
に
の
ぼ
り
、
前
年

度
よ
り
約
一
千
三
百
万
円
増
加
し
て

予
算
額
の
約
三
十
二
％
を
占
め
て
お

り
ま
す
。
一
方
人
件
費
、
物
件
費
な

ど
の
消
費
的
経
費
は
一
億
九
千
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
投
資
的
経
費
の
主
な
建
設

事
業
を
拾
っ
て
み
ま
す
と

△
十
日
町
小
学
校
建
設

　
　
　
　
　
　
三
、
六
五
〇
万
円

△
六
箇
小
学
校
建
設

　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
万
円

△
都
市
排
水
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

△
公
営
住
宅
　
　
　
　
七
一
〇
万
円

△
失
対
事
業
費
　
　
　
六
三
〇
万
円

△
そ
の
他
機
械
施
設
　
　
九
〇
万
円

な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
才

入
は
市
税
が
一
億
二
千
八
百
三
十
八

万
円
で
四
六
％
、
国
庫
麦
出
金
四
千

四
百
三
十
五
万
円
で
一
五
・
九
％
、

地
方
交
付
税
四
千
百
六
十
四
万
円
で

一
五
％
、
市
債
二
千
七
百
七
十
万
円

で
一
〇
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
赤
社
員
の
加

　
　
入
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
四
月
か
ら

　
昭
和
三
十
五
年
度
の
日
赤
の
社
員

募
集
が
、
四
月
か
ら
全
県
下
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
は
日
赤
社

員
増
強
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
中
で

「
全
月
全
法
人
の
社
員
加
入
」
と
い

う
運
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
年
間
を
通
じ
て
種
汝
の
募

金
で
皆
様
に
大
変
御
迷
惑
を
か
け
て

お
り
ま
す
が
、
年
一
度
の
日
赤
事
業

に
つ
い
て
御
理
解
を
い
た
だ
く
た
め

に
事
業
の
大
要
を
申
し
ま
す
と
、
日

本
赤
士
手
社
は
国
際
的
に
は
皆
様
も

よ
く
ご
存
じ
の
海
外
同
胞
の
引
揚
や

抑
留
者
と
留
守
家
族
の
通
信
消
息
不

一

明
者
の
安
否
調
査
等
が
あ
り
ま
す
。

尚
本
年
度
は
北
朝
鮮
帰
還
事
業
等
、

す
べ
て
国
際
的
の
事
業
で
双
方
の
赤

一
十
字
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
人
道
と

博
愛
の
精
神
に
よ
り
敵
味
方
の
区
別

な
く
救
い
の
手
を
延
ぺ
て
い
る
の
が

赤
工
子
の
務
め
で
あ
り
ま
す
。
反
国

内
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
の
公
共
的

性
格
に
基
き
天
災
地
変
等
不
治
の
災

厄
に
そ
な
え
て
常
に
医
師
や
看
護
婦

等
の
救
護
要
員
を
養
成
確
保
し
救
護

用
装
備
を
整
え
資
材
を
た
く
わ
え
る

国
保
か
ら
二
重
加
入
者
除
外

　
　
　
　
　
　
征
診
料
の
給
付
を
復
活

　
国
保
の
運
営
は
既
に
お
知
ら
せ
の

と
お
り
赤
字
経
営
の
状
態
の
と
こ
ろ

か
ら
、
や
む
な
く
健
保
被
挟
養
者
の

国
保
加
入
を
打
切
り
赤
字
解
消
に
御

協
力
を
い
た
＞
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
諸
般
の
御
批

判
を
い
た
y
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
抜
本
的
対
策
が
得
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
か
ら
や
む
な
く
こ
の
措
置
を
講

、
じ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
赤
字
の
早
期
解
消
に
努
め
、
国
に

対
し
て
は
国
保
財
政
調
整
交
付
金
の

予
算
増
額
を
極
刀
お
願
い
し
、
早
期

な
ど
救
護
の
態
勢
を
整
備
し
不
幸
に

し
て
災
害
が
起
っ
た
場
合
は
直
ち
に

活
動
が
出
来
る
よ
う
に
嬉
備
し
て
お

り
ま
す
。
尚
全
国
に
百
数
十
ヵ
所
の

病
院
診
療
所
等
を
経
営
し
農
山
魚
村

笛．

の
巡
回
診
療
を
行
い
家
庭
看
護
法

救
急
法
等
を
普
及
し
て
病
気
や
け
が

『
や
事
故
等
を
未
然
に
防
い
だ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
受
け
る
苦
痛
を
出
来
る

だ
け
少
く
し
た
り
す
る
こ
と
に
務
め

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
．
趣
旨
か

ら
一
人
で
も
多
く
世
界
平
和
と
人
類

幸
福
の
た
め
赤
十
字
社
員
に
加
入
下

さ
る
よ
う
御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

致
し
ま
す
。

に
国
保
の
赤
字
を
解
消
し
ま
し
て
生

活
困
窮
の
要
因
を
な
す
病
気
か
ら
一

刻
も
早
く
こ
れ
が
憂
い
を
排
除
し
て

当
制
度
の
給
付
内
容
の
充
実
に
努
力

を
傾
注
い
た
し
、
こ
の
重
要
部
門
の

後
退
を
前
進
へ
と
好
転
に
持
っ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
健
康

　一
保
険
加
入
者
の
皆
様
の
深
い
御
理
解

一
と
御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

鶉
も
の
で
あ
拳
逼
覆

罐
塗
峯
の
ぢ
と
し
て
往

告
知
板

ラ
ジ
オ
て
農

業
の
勉
強
を

　
四
月
か
ら
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る

農
業
教
育
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
当
市
で
も
、
希
望
者
を
集
め
て
会

を
つ
く
り
、
具
体
的
な
研
修
計
画
を

樹
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
？

　
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
方
法
歪
お

こ
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、
三
月
二
十
二
日
ま
で
に

申
し
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

農
業
教
育
放
送
実
施
計
画

一
、
放
送

◎
時
間
　
一
週
三
回
（
月
・
火
・
水
）

　
　
　
　
動
六
時
三
十
分
よ
り
十
五

　
　
　
　
分
間
（
新
潟
放
送
局
第
二
）

◎
講
師
県
農
林
部
お
よ
び
試
験
場

　
　
　
　
な
ど
の
技
師

．
◎
テ
キ
ス
ト
県
で
つ
く
る

二
、
集
合
研
修

　
機
薇
の
実
習
や
、
薬
剤
の
実
験
な

　
ど
を
、
現
地
（
市
内
）
で
お
こ
な

　
う
。
指
導
は
主
と
し
て
普
及
員
が

　
あ
た
る
。

〔
申
込
先
〕

　
　
十
日
町
地
区
農
業
改
良
普
及
所

　
　
　
　
市
　
　
　
産
業
課

　
　
　
　
市
教
委
　
社
会
教
育
課

　
こ
ま
か
い
こ
と
を
知
り
た
い
方

は
、
右
の
ど
こ
で
も
結
構
で
す
か
ら

お
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
垂
》
●
▲
璽
▽
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

診
料
の
給
付
を
打
切
っ
て
参
り
ま
し

た
が
、
四
月
一
日
か
ら
二
重
加
入
者

の
国
保
加
入
打
ち
切
り
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
国
保
会
計
の
余
裕
が
若
干

見
ら
れ
ま
す
と
こ
ろ
か
ら
、
往
診
料

給
付
制
限
を
こ
の
際
解
除
し
、
復
活

い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
反
、
四
月
一
日
か
ら
被
保
険
者
証

の
発
行
を
計
圃
い
た
し
て
お
り
、
先

般
御
調
査
を
わ
す
ら
わ
し
ま
し
た
被

保
険
者
調
査
表
に
基
づ
い
て
只
今
製

作
中
で
あ
り
ま
す
が
、
市
政
事
務
嘱

・
託
員
を
通
じ
て
四
月
上
旬
に
配
布
い

簿
し
亨
・

　
そ
の
際
よ
く
御
検
討
下
さ
い
ま
し

て
誤
り
や
、
変
更
の
必
要
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
至
急
出
張
所
ま
た
は
本
庁

に
お
届
け
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
古
い
被
保
険
者
証
は
通
用

し
ま
せ
ん
か
ら
、
新
し
い
保
険
証
と

引
替
に
嘱
託
員
へ
お
返
し
下
さ
い
。

一84一
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光
浴

春
先

　
春
先
の
家
畜
の
管
理
を
考
え
る
場

合
に
は
次
の
二
つ
を
ま
す
頭
に
置
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
降
雪
が
止
み
太
陽
光
線
が
急
に
強

く
な
る
こ
と
。

②
粗
飼
料
の
量
が
不
足
す
る
時
期
で

あ
り
叉
含
有
養
分
量
も
減
少
し
て
い

る
こ
と
。

　
直
射
日
光
の
問
題
を
考
え
て
見
ま

す
と
、
冬
期
で
は
も
ち
ろ
ん
太
陽
光

線
が
不
足
す
る
の
は
当
然
で
す
が
そ

の
上
当
地
方
は
豪
雪
地
帯
で
丈
余
の

雪
に
埋
れ
て
い
る
た
め
そ
れ
で
な
く

と
も
紫
外
線
が
不
足
し
て
い
る
の
に

が
第
一

の
家
畜
管

絶
対
的
な
不
足
で
あ
る
と
い
う
乙
と

が
で
き
ま
す
。

　
直
射
日
光
の
不
足
は
家
畜
に
ど
ん

な
生
理
作
用
を
す
る
か
と
い
う
と
、

ビ
タ
、
・
、
ン
D
の
不
足
で
す
。
ビ
タ
ミ

ン
D
は
そ
の
ま
ま
の
型
状
で
飼
料
中

に
含
ま
れ
て
い
な
い
で
、
エ
ル
ゴ
ス

テ
リ
ン
プ
ロ
ビ
タ
ミ
ン
と
し
て
含
ま

れ
て
い
て
こ
れ
が
紫
外
線
の
作
用
で

D
と
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
ビ
タ

ミ
ン
D
を
存
任
さ
せ
る
に
は
日
光
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
ビ
タ
ミ
ン
D
は
ど
ん
な
生
理

作
用
を
動
物
の
体
内
で
行
な
う
か
と

い
い
ま
す
と
、
物
質
の
代
謝
を
な
す

と
い
う
こ
と
で
す
。
簡
単
に
い
う
な

ら
ば
燐
と
石
灰
の
吸
収
を
盛
ん
に
し

且
つ
そ
の
比
を
一
定
に
保
つ
作
用
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
直

射
日
光
が
不
足
す
る
こ
と
は
結
局
ビ

タ
ミ
ン
D
が
少
な
く
な
る
と
考
え
て

良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
こ
れ
が
不
足
す
る
と
ど
う
い

う
害
作
用
が
現
れ
る
か
と
い
い
ま
す

と
家
畜
の
骨
格
が
脆
く
な
る
こ
と
で

す
。
馬
の
骨
軟
病
が
東
北
北
陸
地
方

に
発
す
る
地
方
病
と
ま
で
い
わ
れ
て

い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
り
、
骨
軟

こ
　
よ
　
み

　
△
春
の
火
災
予
防
運
動
（
二
月
二

　
　
十
日
～
三
月
三
十
日
）

　
△
動
物
愛
護
デ
ー
（
二
十
日
）

　
△
電
気
記
念
日
（
二
十
五
日
）

　
△
緑
化
週
間
（
四
月
一
日
～
七
日
）

　
△
第
十
二
回
婦
人
週
間
（
四
月
十

　
　
日
～
＋
山
ハ
日
）

　
垂
ノ
●
う

病
と
ま
で
行
か
な
く
と
も
乳
牛
や
種

壮
豚
に
こ
れ
に
近
い
病
症
を
呈
す
る

こ
と
が
有
り
ま
す
。
叉
育
成
中
の
家

畜
で
も
冬
期
間
の
発
育
状
態
を
見
ま

す
と
そ
の
比
率
が
低
下
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
様
に
ビ
タ
ミ
ン
D
の
不
足

は
病
気
を
誘
起
し
た
り
、
発
育
を
阻

害
し
た
り
す
る
悪
作
用
を
現
し
ま

す
。
ど
ん
な
方
法
を
取
っ
て
も
雪
を

な
く
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で

降
雪
が
終
っ
た
と
思
わ
れ
る
三
月
に

入
っ
た
ら
畜
舎
の
周
囲
の
除
雪
を
充

分
に
し
出
来
る
だ
け
日
光
を
畜
舎
内

に
入
れ
る
様
に
は
か
る
こ
と
。
そ
の

上
可
能
な
ら
ば
戸
外
に
家
畜
を
出
し

て
日
光
浴
を
励
行
す
る
こ
と
が
最
も

揃
っ
て
健
康
診
断
を

　
　
　
　
成
人
式
を
迎
え
る
方
々
へ

　
本
年
度
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
青

年
諸
氏
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
上
げ

ま
す
。

　
青
年
の
皆
さ
ん
が
あ
ら
た
め
で
、
自

己
の
健
康
に
感
謝
し
純
潔
の
誇
り
を

高
め
、
益
女
健
康
保
持
増
進
の
た
め

今
回
次
の
と
お
り
成
人
式
に
の
ぞ
む

方
六
の
健
康
診
断
を
塞
弛
す
る
こ
と
ー

に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
該
当
者
の
積

極
的
な
受
診
を
望
む
と
共
に
親
権
者
，

好
ま
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
様
な
冬

期
間
の
日
光
の
不
足
の
現
れ
と
し
て

四
月
頃
に
骨
硬
度
検
査
を
し
ま
す
と

異
常
に
全
家
畜
と
も
硬
度
の
低
い
こ

が
結
果
と
し
て
現
れ
ま
す
。

　
次
に
飼
料
の
問
題
廼
す
が
、
本
市

の
粗
飼
料
は
冬
、
期
間
に
於
て
は
青
草

は
全
然
な
く
多
汁
質
飼
料
と
し
て
は

サ
イ
レ
ー
ジ
、
若
、
干
の
根
菜
類
で
補

”
バ
ス
”
幹
線
再
開

　
　
　
　
飯
山
線
は
デ
イ
ゼ
ル
カ
ー

　
十
日
町
を
中
心
と
す
る
バ
ス
路
線

は
去
る
五
日
か
ら
川
西
線
が
、
女
十

日
か
ら
は
小
千
谷
間
（
川
東
線
）
が

夫
汝
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
津
南
町
大
割
野
線
も
十
五
日

か
ら
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
方
飯
山
線
で
は
、
い
よ
い
よ
デ

イ
ゼ
ル
カ
ー
が
復
活
、
十
四
日
か
ら

運
転
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

時
刻
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
十
日
町
発
上
り
長
野
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
五
時
二
＋
分

　
　
　
　
〃
下
り
川
口
方
面

　
　
　
　
　
　
＋
八
時
四
＋
五
分

書
亀
亀
軸
馳
亀
陰
『
』
罵
塵
亀
亀
軸
－
馳
1
8
建
聖
亀
鞠
働
塵
ー
ロ
ー
糎
§
亀
』
i
聖
瞳
毫
亀
暁
§
賑
陰
亀
0
2
亀
ー
題
電
馳
』
馨
塵
ー
塞
囁
購
§
亀
旨
馳
髄
竃
亀
塁
讐
．

難鱗

購

生
活
の
安
定
上
必
要
な
施
設
に
供
す

る
た
め
で
あ
っ
て
、
転
用
面
積
は
、

必
要
最
少
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
を

基
準
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
農
地
転
用
の
実

態
を
み
ま
す
と
、
生
産
力
の
高
い
集

団
農
地
や
、
土
地
改
良
事
業
で
国
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金
支
払

の
対
象
と
な
っ
た
農
地
を
、
無
計
画

に
そ
れ
か
ら
そ
れ
と
転
用
さ
れ
て
、

都
市
計
圃
等
市
街
地
建
設
計
画
の
意

図
に
も
反
す
る
よ
う
な
状
況
も
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
現
状

を
改
善
す
る
た
め
に
、
農
蘇
省
は
農

地
転
用
許
可
基
準
を
策
定
し
て
昨
年

十
月
二
十
七
日
付
で
通
達
し
ま
し

た
。
許
可
基
準
の
狙
い
は
優
良
の
農

地
を
確
保
し
て
、
農
業
牛
産
力
を
維

持
す
る
た
め
土
地
の
利
用
関
係
を
調

整
し
て
そ
の
合
理
化
を
は
か
る
た
め

農
地
の
転
用
を
適
正
に
規
制
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
か
ら
、
こ
の
転
用
審

査
の

尺
度
と
し
て
農
地
を
第
一
種
、

　
　
　
★
…
…
：
…
…
…

は
宅
地
と
な
る
こ
と
が
客
観
的
に
必

要
な
運
命
に
あ
る
よ
う
な
箇
所
か
ら

計
画
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
指
同
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
種
農
凱
と
い
う
の
は
、
農
業

上
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
農
地

で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
牛
産
力
の

高
い
農
地
、
土
地
改
良
事
業
、
開
拓

　
　
　
　
農
地
転
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
：
・
単

第
二
種
、
第
三
種
と
し
、
農
業
上
確
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
農
地
、
集
団

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
ち
的
に
存
任
し
て
い
る
農
地
等
が
あ
げ

順
序
を
つ
け
て
区
分
し
て
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
、
こ
の
区
分
は
具
体
的

嚢
に
接
し
て
は
訪
て
、
当
該
の

農
地
が
ど
の
位
に
属
す
る
か
決
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
転
用

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
地
は
原
則

と
し
て
転
用
は
許
可
し
な
い
方
針
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　
第
二
種
農
地
は
、
比
較
的
都
市
的

発
展
の
巾
。

の
。
工
場
用
地
に
転
換
さ
れ
や
す
い

も
の
等
で
あ
っ
て
、
都
市
の
発
展
と

産
業
開
発
に
利
用
す
る
こ
と
は
妥
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
ま
た

は
生
産
の
あ
が
ら
な
い
農
地
等
で
あ

り
ま
す
。

　
第
三
種
農
地
は
、
い
づ
れ
も
農
業

上
か
ら
み
て
転
用
さ
れ
て
も
や
む
を

得
な
い
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
都
市
計
画
か
ら
み
て
土

地
区
画
整
理
事
業
施
行
地
区
、
ま
た

は
ガ
ス
も
し
．
・
、
は
上
水
道
の
施
設
が

整
理
さ
れ
て
あ
る
地
区
、
鉄
道
、
軌

道
の
乗
降
場
、
貨
客
船
発
着
所
、
ま

た
は
市
町
村
役
場
、
区
役
所
、
麦
所

郵
便
局
等
而
民
生
活
に
関
係
の
あ
る

公
共
施
設
か
ら
二
〇
〇
米
以
内
に
あ

る
農
地
、
市
街
地
の
な
か
に
介
在
す

農
地
は
大
体
転
用
を
許
可
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、
用
地
を
選
定
す
る
に
は
優

良
農
地
を
確
保
し
て
、
農
業
生
産
力

を
維
持
す
る
等
、
農
業
上
の
配
慮
を

怠
り
が
ち
で
あ
っ
た
り
、
し
か
も
農

地
転
用
許
司
申
請
が
提
出
さ
れ
た
と

き
は
、
既
に
手
付
金
反
は
内
金
を
麦
■

払
っ
た
り
、
農
家
も
契
そ
の
金
を
消
．

費
し
て
し
ま
っ
た
後
に
不
許
可
に
な

っ
て
さ
ま
ぐ
な
紛
義
が
お
き
、
こ

の
姶
果
に
困
っ
た
よ
う
な
事
例
も
往

六
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
土

地
売
買
契
約
や
手
付
金
麦
払
前
に
転

用
候
補
地
の
検
討
を
お
こ
な
い
、
そ

の
位
置
が
農
業
上
麦
障
が
あ
る
か
な

い
か
を
た
し
か
め
る
た
め
必
す
農
業

趣
さ
れ
窟
固
所
に
あ
る
も
る
農
地
等
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
等
の
委
員
馬
、
ー
御
相
談
下
さ
い
。

及
び
保
護
者
は
も
ち
論
の
こ
と
商
店

工
場
、
事
業
場
等
の
雇
主
は
、
こ
の

へ
　
　
あ
る
　
　
の
ぽ
　
を
ぜ
る
た
め

一に御
協
力
を
い
た
捨
き
、
当
日
該
当

り

㎝
者
に
受
診
せ
し
め
る
よ
う
勧
奨
せ
ら

一
れ
、
有
休
休
暇
等
必
要
な
、
便
誼
を
計

ワ

一
ら
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
〔
診
断
日
時
〕

▽
男
子

　
四
月
十
一
日
旺
午
前
九
時
か
ら

足
し
て
い
る
に
過
ぎ
す
そ
の
他
は
野
．

乾
草
と
購
入
濃
厚
飼
料
が
主
と
な
っ

て
い
る
現
況
で
す
。
こ
ご
で
細
密
な

飼
料
の
分
析
は
し
ま
せ
ん
が
前
記
の

飼
料
を
頭
に
置
い
て
ま
す
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
多
汁
質
飼
料
が
絶
対
的
に

不
足
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
風
乾
に

よ
る
乾
草
や
エ
ン
シ
レ
ー
ジ
中
に
も

相
当
の
養
分
量
は
落
ち
て
お
り
特
に

ビ
タ
ミ
ン
C
や
A
が
少
な
い
状
態
で

す
。
そ
の
上
永
い
冬
期
を
越
し
て
い

ま
す
の
で
変
質
し
た
り
腐
敗
し
て
い

る
場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。
乙
の
様

な
飼
料
と
運
動
不
足
が
重
な
る
と
次

の
様
な
病
害
が
現
わ
れ
て
来
ま
す
。

そ
れ
は
乳
牛
に
於
け
る
繁
殖
障
害
の

大
き
な
誘
因
、
原
因
に
な
る
こ
と
で

す
。
鼻
質
の
澱
粉
の
不
足
、
ビ
タ
ミ

ン
の
不
足
は
発
情
の
徴
弱
、
排
卵
の

機
能
減
退
を
起
し
ま
す
し
、
そ
れ
に

運
動
不
足
が
重
っ
て
子
宮
筋
や
子
宮

靭
帯
が
弛
緩
し
て
難
産
の
原
因
と
も

な
り
ま
す
し
、
後
産
停
滞
す
る
こ
と

に
も
こ
れ
が
原
因
し
て
い
る
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
以
上
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
結
局
日
光
浴
を
さ
せ
る
と

　
四
月
十
二
日
∬
午
後
三
時
ま
で

▽
女
子

　
四
月
十
三
日
旺
午
前
九
時
か
ら

　
四
月
十
四
臼
H
午
後
三
時
ま
で

▽
会
場
E
十
日
町
市
役
所
会
議
室

　
　
　
〔
検
診
内
容
〕

1
、
健
康
診
断
（
身
長
、
体
重
、
胸

　
囲
、
座
高
）

2
、
機
能
検
査
（
視
力
、
色
盲
、
聴

　
力
、
肺
活
量
、
鼻
耳
喉
等
）

3
、
結
核
検
査
（
間
接
撮
影
、
聴
打

　
診
、
所
見
）

4
、
V
D
検
査
（
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
氏

　
村
田
氏
反
応
検
査
）

5
、
血
液
型
検
査

共
に
、
な
る
べ
く
生
の
多
汁
質
即
ち

生
野
菜
類
を
飼
料
の
中
に
含
ん
で
与

え
て
青
草
の
時
期
を
迎
え
る
様
に
す

る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

闘
揚
儲
給
付
金

　
　
申
請
は
お
す
み
で
す
か

◎
あ
な
た
は
引
揚
者
給
付
金
叉
は
遺

　
族
給
付
金
の
請
求
は
お
す
み
で
し

　
ょ
う
か
。

◎
来
る
五
月
十
六
日
ま
で
に
請
求
し

　
な
い
と
時
効
に
よ
り
権
利
を
失
う

　
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
未
請
求
の

　
向
は
申
請
を
急
い
で
下
さ
い
。

一
一
◎
ど
の
よ
う
な
方
が
も
ら
え
る
か
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
で
引

　
続
き
六
ヵ
月
以
上
外
地
に
生
活
の

　
本
拠
が
あ
っ
て
そ
の
後
引
揚
げ
て

　
来
た
方
。

◎
請
求
手
続
き
細
か
い
こ
と
は
市

　
社
会
福
祉
事
務
所
に
御
相
談
の
う

　
え
早
く
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
祝
◇
　
　
　
　
　
　

一1
お
め
で
と
う
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
i

　
市
長
村
山
謙
士
・

　
市
長
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
新
し
い

か
ど
で
に
際
し
、
将
来
に
限
り
な
い

希
望
を
た
く
し
て
、
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
あ
な
た
方
若
い
時
代
は
、
そ
の
精

神
の
柔
軟
性
に
お
い
て
、
そ
の
創
造

性
に
お
い
て
、
ま
た
実
践
性
に
お
い

て
、
私
は
常
日
頃
か
ら
、
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
．

　
十
日
酊
市
と
い
う
共
通
の
地
域
に

生
を
う
け
、
育
ち
学
ん
だ
皆
さ
ん
は

と
も
に
こ
れ
か
ら
の
十
日
町
市
を
き

す
い
て
行
く
中
核
と
な
る
人
女
で
あ

り
ま
し
て
、
市
と
し
て
の
息
子
の
巣

立
ち
と
し
て
、
た
の
も
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
十
日
町
而
も
、
い
ま
新
し
い
ま
ち

ず
く
り
の
た
め
、
幾
多
の
障
害
を
、

排
除
し
な
が
ら
進
ん
で
い
ま
す
が
、

日
一
日
と
希
望
の
多
い
将
来
が
約
束

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
よ
ろ
こ
ん

で
居
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
元
気
で
、
そ
れ
ぞ
れ

自
ら
選
ん
だ
道
を
堂
六
と
歩
ま
れ
ま

す
こ
と
を
期
待
し
て
、
か
ど
で
を
祝

う
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

　
市
議
会
議
長

　
　
　
樋
口
政
太
郎

　
皆
さ
ん
の
ご
卒
業
を
、
市
議
会
に

か
わ
り
、
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
六
年
ま
た
は
九
年
間
の
学
校
生
活

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
出
を
残
し
て

今
お
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
期
間
は
、
未
来
に
数
多
く
の
可
能

性
と
発
展
を
内
に
包
ん
だ
基
礎
を
、

う
ち
立
て
る
重
要
な
と
き
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
基
礎
の

上
に
立
っ
て
、
自
分
の
生
き
方
を
真

剣
に
追
求
し
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
よ
り
よ
い

人
生
は
、
市
民
と
し
て
の
よ
り
よ
い

行
き
方
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
生
行
路
の
婁
宏
な
一
つ
の
区
切

り
を
つ
け
て
、
い
ま
新
た
な
行
路
に

入
ろ
う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
対
し

拍
手
を
も
っ
て
、
お
送
り
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
健
康
で
、
青
少
年
ら
し
い
進
み
方

で
、
思
う
存
分
の
実
践
を
さ
れ
る
一

と
を
お
い
の
り
し
て
い
ま
す
。

　
一
言
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　
教
云
目
委
員
長

　
　
　
滝
沢
泰
次
郎

　
さ
し
も
の
雪
も
、
あ
ま
す
と
こ
ろ

わ
す
か
と
な
り
、
土
の
か
お
り
、
若

草
の
芽
を
な
つ
か
し
く
感
じ
ら
れ
る

こ
の
頃
、
み
な
さ
ん
を
校
門
か
ら
、

お
送
り
出
来
る
こ
と
を
、
こ
の
上
な

く
よ
ろ
こ
び
と
い
た
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は

み
な
さ
ん
と
六
年
ま
た
は
九
年
間
の

お
つ
き
あ
い
で
し
た
が
、
と
し
ご
と

に
、
皆
さ
ん
の
学
力
や
体
力
や
、
そ

。
つがつこ

寅で

す
。

　
ど
う
ぞ
、
自
分
を
育
て
る
最
も
有

力
な
力
は
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
を

考
え
、
自
ら
を
は
げ
ま
し
、
き
た
え

な
が
ら
進
ん
で
、
強
い
人
間
に
な
っ

て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　
三
月
の
太
陽
は
、
新
し
い
生
命
を

次
六
と
は
ぐ
く
ん
で
行
き
ま
す
。

　
私
た
ち
教
育
委
員
会
も
、
み
な
さ

ん
の
前
進
の
幸
い
を
ね
が
い
な
が
ら

こ
＼
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
元
気
で
。

　
　
十
日
町
市
婦
人
会
長

　
　
　
　
小
川
　
エ
ツ

　
小
中
学
生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め

“
s
s
“
s
s
s
＄
s
8
8
ψ
＄
＄
8
事
“
“
ざ
8
8
寵

し
て
生
活
に
対
す
る
構
え
な
ど
が
、

す
ば
ら
し
く
伸
び
て
行
か
れ
る
こ
と

を
、
心
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し

た
。

　
み
な
さ
ん
が
新
し
い
時
代
に
生
き

て
、
私
た
ち
の
及
び
も
つ
か
な
い
程

の
、
伸
び
伸
び
と
し
た
心
や
、
く
わ

し
《
筋
を
通
し
て
考
え
る
力
の
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
教
え

ら
れ
る
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
未
来
は
着
者
の
た
め
に
あ
る
と
”

は
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
そ
う
い
う
言
葉
を
今
こ
N
に
あ

ら
た
め
て
考
え
な
お
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
波
は
高
く
、
風
は
強
く
、
雨
は
は

げ
し
く
と
も
、
波
を
低
く
し
、
風
に

、
）
七
れ
ず
、
雨
を
滋
雨
と
感
じ
と
る

　
と
は
、
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
は

　　　うう㌔～㌦㌻

　　　　㌻つ　　　　㌻㌻　　～つ　う～　う㌔つ㌦う

　　　勃　　　㌘ゐ　る箔う～

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
う
ら
ら
か
な

春
の
陽
を
浴
び
て
、
は
て
し
な
く
広

い
大
空
に
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
た
ち
の
ぼ

る
か
げ
ろ
う
の
よ
う
に
、
皆
様
の
前

途
は
洋
汝
と
し
て
、
希
望
に
み
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
母
様
に
お
手
手
を
ひ
か
れ
て
、

小
ば
と
の
様
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

学
校
に
来
ら
れ
た
右
も
圧
も
わ
か
ら

な
い
新
入
生
を
見
る
た
び
に
、
先
生

方
の
ご
苦
労
が
、
し
み
じ
み
と
思
わ

れ
る
の
で
す
が
、
六
年
の
と
し
つ
き

九
年
間
の
学
校
生
活
は
、
い
つ
の
間

に
か
立
派
な
小
国
民
と
し
て
の
皆
様

を
育
て
ま
し
た
。

　
私
は
先
日
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
、

六
年
生
の
皆
様
が
自
分
た
ち
が
大
人

に
な
っ
て
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

ま
た
愛
す
る
日
本
が
ど
ん
な
方
針
で

行
・
＼
べ
き
か
等
と
い
う
こ
刃
に
つ
い

て
の
意
見
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
私
が
感
じ
た
こ
と
で
．
す

が
、
現
在
の
政
治
を
見
る
眼
や
大
人

と
い
う
者
に
対
す
る
考
え
な
ど
が
、

あ
ま
り
に
も
立
派
に
整
理
さ
れ
て
い

る
の
に
、
心
か
ら
感
心
い
た
し
ま
し

た
。

　
私
ど
も
の
子
供
の
．
頃
を
考
え
ま
す

と
天
と
地
の
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
を

お
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
中
学
些
と
し
て
の
皆
様
は
九

か
年
間
の
学
業
を
め
で
た
ぐ
終
了
さ

れ
ま
し
て
、
進
学
に
、
実
社
会
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
持
っ
て
巣
立
た

れ
る
事
を
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
前
途
は
決
し
て
、
楽

し
い
、
安
易
な
事
ば
か
り
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
新
し
い
教
育

を
身
し
つ
け
た
皆
様
は
常
に
希
望
を

も
っ
て
、
物
事
を
冷
静
に
考
え
、
正

し
く
判
断
し
て
行
く
べ
き
道
を
あ
や

ま
ら
す
世
を
渡
っ
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
正
し
く
、
平
和
な
町
っ
く

り
、
国
づ
く
り
の
中
堅
と
な
っ
て
、

お
は
た
ら
き
下
さ
る
よ
う
心
か
ら
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
う
し
て
下
さ
る
こ
と
が
、
愛
す

る
母
校
に
光
を
添
え
、
恩
師
に
対
す

る
む
く
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
雨
に
も
ま
け
す
竹
の
よ
う
に
、
す

く
す
く
と
成
長
さ
れ
ま
す
乙
と
を
心

か
ら
お
祈
り
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉

と
致
し
ま
す
。

　
入
学
前
の
注
意

　
　
病
気
を
治
し
ま
し
よ
う

　
い
よ
く
入
学
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
小
学
校
一
年
生
に
な

る
子
供
が
い
る
家
庭
で
は
入
学
準
備

で
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
入
学
前
に
病
気

を
治
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
例
で
一
番
多
い
の
が
ム
シ
歯
で

入
学
児
の
九
割
近
く
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
次
が
へ
ん
と
う
せ
ん
肥

大
、
た
む
し
、
ア
デ
ノ
イ
ド
、
ト
ラ

ホ
ー
ム
、
流
行
性
結
膜
炎
な
ど
で
あ

り
ま
す
。
病
気
の
た
め
入
学
早
女
休

ん
だ
り
す
る
と
学
校
へ
行
く
の
も
気

お
く
れ
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

他
の
生
徒
と
も
差
が
で
き
て
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
お
い
て
お
く
れ
を
と
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
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